
４
月
２３
日(

土)

野
村
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
総
会
（
推
進
委
員
会
） 

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
の
事
業
と
決
算
報
告
、
並
び
に
令
和
４
年
度
事
業 

計
画
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
計
画
の
達
成
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
が
続
く
野
村
地
区
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

野村地区まちづくり協議会 

亀山市野村三丁目１０－９ 

ＴＥＬ ８２－１４４９ 

✉nomura1449@za.ztv.ne.jp 

http://nomura-mk.org/ 

１４７号 

令和 4 年度地域のお世話をしていただく 
各委員の皆様をご紹介！ 

民生児童委員   野村第一～第四・北野・野村住宅地区担当 渡瀬百合子 

南野地区担当 服部厚子 

野村第五・野村団地地区担当  奥村 彰 

主任児童委員   上村孝典  

市青少年補導委員 横山正敏 坂 謙一  

市防犯委員     横山正敏 坂 謙一 前田大介 

市ｽﾎﾟｰﾂ推進委員  堤 尚彦  市青少年育成指導委員 山田恵子 

市青少年育成市民会議代議員  

小林吉秋（広報）  若林義信（育成） 

横山正敏（非行防止）櫻井さち子（家庭） 

（１）  令 和 ４年 ５月 ２５日 （コミュニティ創設以来４２年） 野 村 地 区 ま ち づ く り 協 議 会  広 報 の む ら 第 １４７号 

 

令
和
４
年
度 

事
業
計
画
書 

１
．
基
本
方
針 

地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
を
包
括
し
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
分
た
ち
で
住
み
よ

く
し
て
い
こ
う
と
の
姿
勢
を
基
本
に
、
民
主
的

な
運
営
の
下
、
「
地
域
に
誇
り
と
魅
力
を
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
か
っ
て
、
持
続
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

２
．
事
業
の
推
進 

２
年
間
に
も
亘
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
私

た
ち
の
日
常
生
活
も
多
く
の
制
約
を
受
け
、
大

変
不
便
な
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い
る
状
況
下

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
全

員
が
力
を
合
わ
せ
て
「
地
域
活
性
化
」
に
向
け

活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

 

  

（
１
） 

事 

務 
局 

 

生
活
環
境
の
変
化
と
と
も
に
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
各
事
業
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
計
画
さ
れ
る
事
業
も
各
部
に
跨
る
こ

と
も
多
く
、
各
部
間
の
調
整
等
も
含
め
た
横

断
的
な
役
割
を
担
い
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

又
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
窓
口
、
広
報
活

動
等
も
担
当
し
て
い
き
ま
す
。 

（
２
） 

教
育
文
化
部 

地
域
伝
統
の
行
事
を
継
承
し
な
が
ら
、
令

和
元
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に
、
今
地
域

の
皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
も
の
は
何
か
を

見
極
め
な
が
ら
、
各
行
事
を
見
直
し
「
文
化

の
向
上
」「
出
会
い
」「
生
き
が
い
」
を
大
切

に
愛
着
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

（
３
） 

体 

育 

部 

地
域
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
い
生
活

を
満
喫
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

健
康
ラ
イ
フ
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
運
動

会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
、
三
世
代

で
楽
し
ん
で
地
域
の
人
達
の
健
康
増
進
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。 

（
４
） 

青
少
年
育
成
部 

地
域
の
子
ど
も
達
が
楽
し
く
、
の
び
の
び

と
成
長
し
て
い
く
姿
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

三
地
区
の
育
成
会
が
一
丸
と
な
り
見
守
っ

て
い
く
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

各
地
区
で
の
活
動
、
ま
ち
協
（
三
地
区
合
同
の

活
動
）
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
性
を
持
っ
て
子
ど

も
達
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与
で
き
る
活
動
を
！ 

（
５
）
健
康
福
祉
部 

 

①
高
齢
者
福
祉
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
を
中

心
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

・「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
楽
し
ん
だ
り
、
運

動
し
た
り
、
お
茶
し
た
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
『
幸
齢
者
』
に
な
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
ま
す
。 

・「
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
」
子
育
て
真
っ
最
中

の
パ
パ
マ
マ
を
応
援
し
、
お
手
伝
い
し
ま
す
。

た
ま
に
は
パ
パ
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。 

両
サ
ロ
ン
共
基
本
月
１
回
の
開
催
を
し
て
い

き
ま
す
。 

②
福
祉
委
員
さ
ん
を
中
心
に
、
高
齢
者
を
一
人

も
見
逃
し
の
な
い
見
守
り
訪
問
活
動
を
実
施

し
ま
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
ま
ち
、
そ
ん

な
地
区
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

（
６
）
防
災
・
防
犯
部 

安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
市
の
防
災
安
全
課
、
教
育
委
員
会
、
亀

山
警
察
署
及
び
亀
山
消
防
署
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
得
て
以
下
の
事
業
を
行
い
ま
す
。 

①
野
村
地
区
児
童
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ

る
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
安
全
、
不
審
者
等

の
防
犯
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

②
令
和
3
年
度
に
制
定
し
た
「
防
災
計
画
書
」

に
よ
り
、
各
自
治
会
の
活
発
な
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

③
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
見
守
り
の
徹
底
と
、

隣
近
所
に
よ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
進
め
、
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

④
令
和
３
年
度
に
購
入
し
た
防
災
用
具
の
組

立
及
び
使
用
方
法
の
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

（
７
）
地
域
環
境
部 

三
世
代
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
環
境
つ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

①
竜
川
沿
い
の
歩
道
の
整
備
を
進
め
、
安
心
し

て
散
歩
で
き
る
花
街
道
づ
く
り 

②
ホ
タ
ル
増
殖
に
む
け
た
活
動
と
、「
ホ
タ
ル

の
里
つ
く
り
」
の
企
画 

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環
境
維

持
活
動 

④
地
域
の
緑
化
運
動 

役
員
・
専
門
部
会
紹
介 

 

会 

長 

奥
村 

彰 

 

副
会
長 

山
脇 

博 

駒
田
正
志 

加
藤
勇
一 

 

会 

計 

稲
垣
正
弘 

 

事
務
局
長 

落
合
征
幸 

 

監 

査 

水
谷
洋
征 

櫻
井
正
登
志 

 

顧 

問 

服
部
孝
規 

岡
本
公
秀 

今
西
康
隆 

 
 
 

 
 

牧 

正
吾 

◇ 

事 

務 

局 

局 

長 

落
合
征
幸 

 

局 

員 

渡
瀬
晴
夫 

稲
垣
正
弘 

服
部
厚
子 

 
 
 

 
 

笹
山
ふ
み
子 

 

◇ 

教
育
文
化
部 

部 

長 

小
林
吉
秋 

 

 

副
部
長 

岡
本
笑
子 

前
田
和
樹 

冬
柴 

純 

辰
野
弘
由
紀 

村
山
典
裕 

 

部 

員 

村
山
輝
夫 

高
村
茂
拓 

小
林
悦
子 

 
 
 

 
 

櫻
井
文
子 

櫻
井
源
一 

森 

信
之 

 

山
本
恵
三 

渡
瀬
士
郎 

関 

信
明 

稲
垣
正
弘 

池
村
敏
子 

田
中
壽
美
子 

◇ 

体 

育 

部 

 

部 

長 

森
川
訓
吉 

 

副
部
長 

駒
田
正
志 

山
本
安
夫 

佐
野 

仁 

 

部 

員 

櫻
井
文
子 

渡
瀬
士
郎 

宮
本
克
美 

山
田
恵
子 

平
澤
貴
子 

図
司
悦
子 

堤 

尚
彦 

岩
田
由
貴
子 

楠
井
隆
司 

小
林 

登 

堀 

俊
雄 

◇ 

青
少
年
育
成
部 

 

部 

長 

服
部
拓
史 

 

副
部
長 

猪
田
路
子 

佐
野
浩
史 

落
合
征
幸 

 
 
 

 
 

落
合
信
義 

長
谷
川
満 

部 

員 

小
林
和
治 

浅
田
正
雄 

若
林
義
信 

坂 

信
之 

高
橋 

操 

泊 

裕
美  

渡
瀬
佳
子 

上
村
孝
典 

上
村
拓
磨 

仲
野
恭
子 

菱
沼
真
巳 

大
藪
朋
子 

藤
原
尚
子 

眞
鍋
紀
子 

松
下
小
百
合 

奥
田 

瞬 

畑 

恭
子 

小
野
知
美 

 

◇ 

健
康
福
祉
部 

(

福
祉
委
員
・
※

民
生
児
童
委
員) 

 

部 

長 

櫻
井
さ
ち
子 

 

副
部
長 

内
田
千
恵
子 

笹
山
ふ
み
子 

部 

員 

谷  

敏
子 

藤
森
ま
ゆ
み 

 
 
 

 
 

今
西 

操 

山
下
孝
子 

村
山
巳
津
子 

小
林
悦
子 

山
脇
敏
子 

長
谷
川
静
子 

河
村
美
樹 

横
山
敏
子 

小
玉
佑
利
子 

図
司
悦
子 

高
橋
輝
子 

千
種
田
づ
子 

渡
瀬
千
恵 

安
嶋
秀
子 

岡
田
三
枝
子 

仲
野
啓
子 

眞
鍋
紀
子 

服
部
美
智
子 

 

櫻
井
と
も
子 

奥
村
美
代
子 

平
本
千
枝
美 

 
※

奥
村 

彰 

※

服
部
厚
子 

 

※

渡
瀬
百
合
子 

 

◇ 

防
災
・
防
犯
部 

 

部 

長 

横
山
正
敏 

 

副
部
長 

前
田
大
介 

草
川 

隆 

 
 
 
 

 

全
自
治
会
自
主
防
災
会
会
長 

 

部 

員 

坂 

謙
一 

岡
本
笑
子 

中
根
英
二 

 
 
 
 

 

駒
田
隆
司 

橋
爪
寛
文 

村
山
典
裕 

津
曲
則
男 

櫻
井
正
登
志 

櫻
井
久
美
子 

 
 
 
 

 

増
村
邦
夫 

松
原
正
也 

横
山
敏
子 

坂
み
ゆ
き 

奥
村
美
代
子 

今
西
康
隆 

牧 

正
吾 

◇ 

地
域
環
境
部 

 

部 

長 

高
村
茂
拓 

 

副
部
長 

浅
田
正
雄 

田
中 

章 

倉
田
彰
久 

 
 
 
 

 

久
山
健
二 

 

部 

員 

橋
爪
寛
文 

駒
田 

貢 

坂
下
芳
文  

津
曲
則
男 

山
本
恵
三 

渡
瀬
孝
久 

中
西 

勝 

安
藤
克
己 

櫻
井
正
登
志 

岡
本 

博 

 

皆
様
一
年
間 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

令和４年度役員 

の
む
ら 

広報

広

報 

mailto:nomura1449@za.ztv.ne.jp


（２） 令 和 ４年 ５月 ２５日 （コミュニティ創設以来４２年） 野 村 地 区 ま ち づ く り 協 議 会  広 報 の む ら 第 １４７号 

月 日 
曜 

日 
行    事 主 催 部 

6 初旬 週末 ホタル観賞 地域環境部 

7 2 土 グラウンドゴルフ大会 体育部 

7 夏休み 
 

ラジオ体操 青少年育成部 

8 初旬 
 

盆踊り 教育文化部 

9 中旬 
 

長寿祝い 健康福祉部 

10 中旬 土 運動会 体育部 

11 初旬 日 菊花展・文化祭 教育文化部 

12 初旬 土 農芸祭・冬季イルミネーション 教育文化部・青少年育成部 

2 23 木 健康教室 いきいきサロン 

 

 
  

  

ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
も
世
代
交
代
の
時
期
、
こ
れ

ま
で
一
緒
に
遊
ん
だ
友
達
も
卒
園
進
級
を
し
、
４

月
の
サ
ロ
ン
は
新
し
い
友
達
を
迎
え
ま
し
た
。 

０
歳
か
ら
５
歳
の
か
わ
い
い
お
友
だ
ち
が
、
お
家

の
方
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
絵
を
描
い
た
り
、
折

り
紙
を
し
た
り
・
・
・
お
母
さ
ん
同
士
も
少
し
ず

つ
話
が
は
ず
み
幼
稚
園
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と

等
話
し
な
が
ら
子
ど
も
の
遊
ぶ
姿
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

「
は
じ
め
ま
し
て
。
お
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
ょ

う
」
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
ア
ン

パ
ン
マ
ン
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
つ
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
色
ん
な
動
物
が
出
て
く
る
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
で
す
」

「
初
め
て
我
が
子
の
“
ハ
ー
イ
”
の
返
事
聞
け
て

感
動
し
ま
し
た
。
」
「
バ
イ
バ
ー
イ
ま
た
来
る
わ

な
」
お
母
さ
ん
か
ら
の
う
れ

し
い
感
想
も
聞
か
れ
、
ま
た

子
供
た
ち
の
成
長
す
る
姿
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
も
感
動
し
た
サ
ロ
ン

に
な
り
ま
し
た
。  

野
村
地
区 

児
童
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
（
青
パ
ト
隊
）
が
発

足
し
て
か
ら
丸
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
野
村
地

区
か
ら
毎
日
元
気
に
通
学
す
る
子
ど
も
達
が
、
交

通
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
運
転
者
に
は
制
限
速

度
を
守
る
よ
う
に
と
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。 

防
犯
活
動
で
は
過
去
に
発
生
し
て
い
る
箇
所

を
重
点
に
巡
回
し
て
お
り
、
３
年
間
で
３
件
の
不

審
者
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
半
年
間
は

情
報
は
な
く
効
果
が
出
て
き
た
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
青
パ
ト
隊
員
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。
次
に
続
く
後
継
者
を
求
め
て
い
ま

す
。
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
あ
な
た

の
力
を
！ 

   

緑
が
鮮
や
か
な
季
節
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆

様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。 

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
、
サ
ロ
ン
も
何
度
か
中
止

に
な
り
、
残
念
で
し
た
。 

今
年
度
は
ス
タ
ッ
フ
も

新
体
制
で
、
皆
様
の
ご
希
望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

楽
し
い
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
工
夫
し
て
お
り
ま

す
。
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

お
疲
れ
さ
ん
「鉄
棒
君
」 

４０
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
子
ど
も
達

の
逆
上
が
り
等
の
練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
「
鉄
棒
」、
寄
る
年
波
に
は
勝

て
ず
・
・
・
・
診
断
を
受
け
ま
し
た
。 

結
果
、
見
た
目
は
元
気
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
見
え
な
い
所
で
か
な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

お
り
再
起
不
能
と
の
判
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

大
変
残
念
で
す
が
、
使
用
中
止
と
し
、
撤
去
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

     

 令和４年度行事予定について  

行事につきましては、新型コロナウイルスの感染状

況を見ながら、決定次第回覧やホームページ、ＳＮ

Ｓ等で随時状況を発信していきます。 

その他、 

●毎月第２土曜日 地域環境部「竜川花街道づくり」  

●毎月第３土曜日 幼児向け「ぴよぴよサロン」 

●毎月第４木曜日 高齢者向け「いきいきサロン」 

 定期的に開催しています。野村地区どなたでもご

参加いただけます。申し込み不要。 

※月によって日にちが変わることが 

    あります。まち協公式 LINE→ 

令和４年 

センター使用の申し込みについて 

市民の皆様のセンター使用は、原則無料です。ただしピアノ使

用の場合は、使用料 300 円をいただきます。使用日の前日まで

に、申請書記入の上お申し込みしてください。詳しい内容は、セ

ンター使用規定にもとづきます。センター受付は、午前 8 時 30

分から午後 5時までです。センター休館日は日曜日・年末年始で

す。 

※体調不良の方の利用はお控えください。 

※マスク着用、必ず感染予防対策をしてください。 

※机・いすの消毒(消毒剤各自持ち込み)をしてください。 

※申請書の印は要らなくなりました。 

※皆様が気持ちよくお使いいただくために、使用後の清掃・片

付けの徹底をお願いします。 

センター駐車場のご利用について 

※当駐車場での盗難・事故等につきましては、一切責任を負い

ませんのでご了承ください。閉館時、駐車場入り口は閉鎖して

います。遊具等でお子様を遊ばせにいらした方は、路上駐車は

危険ですので、その際は鎖を外しお車はセンター敷地内にとめ

てください。 

センターにご用のない方の無断駐車はお断りします。 

 

 

令和 3 年度積立金決算書 

前年度繰越金 964,249円 

本年度繰入  310,000円 

雑収入       9 円 

本年度支出    23,500 円 

差引合計額 1,250,758 円 

（令和 4 年度へ繰越） 

令和 3 年度 

指定管理料決算書 

指定管理料 3,636,017 円 

執  行 額 3,609,168 円 

市返還額  26,849 円 

収入の部　(単位　円) 収入の部　(単位　円)

科 　目 決 算 額 科　　目 予　算　額

市交付金 958,000 市交付金 960,000

補 助 金 300,000 補 助 金 0

地元負担金 357,950 地元負担金 360,000

前年度繰越金 612,858 繰 越 金 495,929

その他の助成金 160,000 その他助成金 160,000

雑 収 入 102,545 雑 収 入 50,000

合　計　額 2,491,353 合　計　額 2,025,929

支出の部　(単位　円) 支出の部　(単位　円)

科　　目 決 算 額 科　　目 予 算 額

事 業 費 1,196,518 事 業 費 1,045,000

事 務 局 76,900 事 務 局 90,000

消耗品費 100,615 消耗品費 140,000

備品購入費 9,878 備品購入費 50,000

印刷製本費 17,410 印刷製本費 20,000

保 険 費 40,190 保 険 費 45,000

会 議 費 19,488 会 議 費 20,000

報 償 費 58,995 報 償 費 90,000

使 用 料 118,800 使 用 料 120,000

負 担 金 20,000 負 担 金 30,000

積 立 金 310,000 積 立 金 10,000

予 備 費 26,630 予 備 費 365,929

令和４年度繰越 495,929

合　計　額 2,491,353 合　計　額 2,025,929

令和３年度活動決算書 令和４年度活動費予算書

 
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン 

い
き
い
き
サ
ロ
ン 

さかあがりの

練習したっけ

なぁ 

という世代の方も多いの

ではないでしょうか 

４月２８日(木)は軽い体操、自己紹介、

脳トレ「間違い探し」をしました。皆

さん自己紹介、始まる前は嫌やわ～と

言っていたのが、参加者もスタッフも

喋る！喋る！（笑）やはり人とお話し

すること、人の話を聞くことはよい刺

激になりますね。次回もたくさんの参

加をお待ちしています。 


